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研究成果の概要： 
 細胞内寄生性植物病原細菌の一種であるファイトプラズマをターゲットとし、そのゲノム配

列にもとづいたポストゲノミクス解析を多方面から行った。その結果、ファイトプラズマの宿

主特異性を決定している分子メカニズムの解明に成功し、またファイトプラズマが持つ新規な

病原性因子の単離にも成功した。 
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１．研究開始当初の背景 
 細胞内寄生性の植物病原細菌は、農業生産
上甚大な被害を引き起こす昆虫媒介性の細
菌の一群であり、この一種であるファイトプ
ラズマは、国内外を問わず農業上甚大な被害
を与えているが、培養不可能であることから
その病理の分子レベルでの解明は遅れてい
た。近年、この微生物が持つマルチホスト型
の生活環において新たな知見が得られ、また、
その全ゲノム塩基配列が解読されつつあり、
これによりこれまで不可能であった多くの
実験が可能となった。 
 
２．研究の目的 

 本研究はファイトプラズマのゲノムデー
タに基づき、そのポストゲノムを通じて、異
なる防御機構を回避し、両宿主に侵入する能
力を獲得した特異な微生物の病原性ならび
に宿主決定の分子機構を解明するとともに、
特殊環境に生きる細菌の巧みなライフスタ
イルの謎に迫ることを目的とした。 
 
３．研究の方法 
 ファイトプラズマのゲノム塩基配列の詳
細な解読と、近縁系統との比較ゲノム解析な
どの手法および、タンパク質カラムや抗体カ
ラムによる宿主因子の単離、二次元電気泳動
や質量分析による宿主因子の同定などの一
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連の分子生物学的手法を用いた。 
 
４．研究成果 
（１）宿主特異性の分子メカニズムの解明 
ファイトプラズマは、特定のヨコバイによっ
て媒介され、他のヨコバイによって媒介され
ないという宿主特異性を持つが、その特異性
を決めているメカニズムはこれまで不明で
あった。 
 この特異性の分
子メカニズムを解
明する目的で、フ
ァイトプラズマの
主要抗原膜タンパ
ク質（Amp）と結
合する昆虫宿主因
子を単離・同定し
たところ、Ampは、
細胞骨格であるマ
イクロフィラメン
トを構成するアクチンやミオシンと複合体
を形成することが明らかとなった（図１）。
さらに、ファイトプラズマ媒介能のある昆虫
ではこの Amp –マイクロフィラメント複合
体の形成が観察されたが、ファイトプラズマ
を媒介しない昆虫では複合体の形成が認め
られなかった（図２）。これらの結果は、Amp 
-マイクロフィラメント複合体の形成は、ファ
イトプラズマの媒介昆虫決定に大きく関与
することを示している。植物病原細菌のみな
らず、ヒトや動物へ感染する病原細菌も含め、
昆虫宿主の決定因子が単離されたのはこれ
が初めてであり、学術的な意義も大きく、農
学・医学・疫学などの領域に広く貢献するこ
とが期待される。 
（２）病原性因子の同定 
 植物病原体は植物に感染して病徴を引き
起こし、農作物の収量や品質に大きな影響を
及ぼすことから、その病徴発現メカニズムの
解明は農学における最重要テーマの一つで
ある。しかし、ファイトプラズマなどが引き
起こす萎縮・叢生・黄化などの病徴に関して
は、その病原性因子や病徴発現メカニズムも

不明であった。 
 今回、ファイトプラズマが持つ分泌タンパ
ク質に注目し、植物体において発現を行った

ところ、ファイトプラズマに特徴的な病徴を
引き起こす全く新規の誘導因子を見出した。
また、ファイトプラズマ感染植物組織におけ
る病原性因子の動態を調べたところ、植物の
茎頂分裂組織（成長点）や側芽の分枝領域の
細胞にまで移行していることが分かった。フ
ァイトプラズマは篩部局在性であることか
ら、この病原性因子はファイトプラズマから
分泌された後、篩管細胞より隣接細胞を経て、
多くの植物組織へ輸送されていることが示
唆された。 
 次にこの遺伝子を形質転換したシロイヌ
ナズナを作出したところ、ファイトプラズマ
の感染により現れる病徴が確認された。この
病原性因子は、植物に形態変化を誘導する植
物病原細菌由来の因子としては、まったく新
規なものであり、この発見は非常に大きな意
義を持つ。病原性細菌由来の同様の因子はこ
れまで例がないため、学術的にも非常に興味
深く、応用面への実用化も期待される。 
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